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＜特別講演＞

アジアの新しい情勢と中国

東京外国語大学教授 中 向鳥 嶺 雄

国際関係の厳しい情勢の 中にあって現在我国の 況を見てみると、例えば、かつての民族解放の中

国際社会における役割は非常に増大している。 そ 核と考えられていた臨時革命政府の首脳達がト7

ζで今回は、アジアの新しい情勢を展望する中で、 プの座をしめるであろうと思っていたととろ、ハ

混乱している問題を幾っか考えてみたいと思う。 ノイの首脳逮が指導者としてその座をしめている

1 ペトナム後のアジア情勢

ーアジアの危機は連動するのかー

ベトナム戦争以後のアジア情勢を考えるにあた

って、我国のマスコミ等で、アメリカのベトナム

での敗北というものがアジアの国際的な危機とい

うものを急速に促進させ、いよいよ朝鮮半島が第

2のベトナムになるのではないだろうか、という

予測がとと2' 3ヶ月前からしきりに言われてい

る。 とのととは必ずしも否定出来ない面もあるが、

しかしながら、そういう見方の背景には、アジア

というものを考える場合もっとも重要な地域研究

というものがなされていないように思える。 つま

り朝鮮半島のもつ特殊な性格というものを考慮、IL.

入れなければならないというととである。

ベトナム戦争について、我国のマスコミ関係な

どでは、ベトナム労働党やベトナムの民衆勢力が

一致団結し、国民統一戦線として臨時革命政府を

形成し、アメリカ帝国主義I乙対するベトナム民族

の抵抗レジスタンスであるように考えているもの

が多い。 との考え方は必ずしも否定できないが、

しかし、ととでもう一つ重要な側面を見落してい

るように思う。 主いうのもサイゴン陥落以降の状

という状況がある。 そして、ハノイは れサイゴン

陥落をもたらしたのは、まさに北の正規軍が背後

l乙いて、指導的な立場と圧倒的な武装をもってし

たからとそ可能であった“ というととを隠さなく

なったのである。

文インドシナ全体を見た場合、サイゴン陥落以

後、次々とラオス ・カンポジア等々にも情勢の変

化が生じた訳である。

以上のようなととを考えてみると、ベトナム戦

争というものは、単なるナショナリズムの戦いと

いうよりは、インドシナ革命という非常に長い歴

史的プロセスの一環として、一つの段階が完結し

たと解した方が正しいであろう。

つまり、インドシナ半島は、 ソ連・中固という

社会主義圏とは別の第3の社会主義圏、すなわち

インドシナ共産党を 中心とする1つの社会主義圏

を形成していくのではないかというように考える

ととができると思う。

とのようなインドシナの情勢から、最近アジア

の危機というととが非常にセンセーショナルlζク

ローズアyプされてきたのであるが、もう一度と

ζで冷静にとの問題を見る必要があると思う。 と

いうのもインドシナ半島と朝鮮というものは、同

じく南北を分断された国々であるが、そとでのナ

ショナリズムというものは全〈異なったものであ

特別講演-アジアの新しい情勢と中国　『研修協議会ニュース』通巻第125号-1975.12.00



一生一 研修 協議会ニュー ス

るととを認識しなければならないというととであ

る。

例えば、戦争の期間、民衆の反共意識、経済力、

農業国と工業国などの違いもあり、一概に危機が

連動するとは言い難い状況であるからである。

との危機の連動性というのは、アメリカのドミ

ノ理論から考えられた理論で、 とのドミノ理論は

アメリカのアジアにおける反共防衛体制の支えと

なってきたのである。 すなわち、アメリカがイン

ドシナ戦争に敗けたために、アヅア諸国から手を

抜〈軍事戦略をとったならば、すぐさまアジア諸

国は共産化してしまうだろうというの がドミ ノ理

論からする危機の連態性というととである。 しか

し、 日本のマスコミなどはベトナム闘争がナショ

ナリズム に立ったものであるとしきりに強調して

いたがために、今度は、まさにインドシナ半島の

次は朝鮮半島であるという自らのドミノ理論にお

ちいっていたという、ある意味での大きな認識の

誤りをおかしているように思われる。

むしろ、朝鮮半島は、短期的に見るならば、ベ

トナム戦争以後、状況はむしろ固定化して今日に

至っていると言える。

2 中ソ対立とアジアの国際環境

さて、 今日のアジアの将来を考えるに際して、

問題となるのは、第一章で弱干触れたようにベト

ナム戦争を一つの革命戦争の完結であると見た場

合、今日の社会主義勢力はどのような環境になる

であろうかというととであるο

すでにど承知のように、 中ソ聞の対立というと

とで象徴されるように、今や両国の間では大きな

ブ ロ ック 化を形成している状況である。 すなわち

ソピエトを中心とするソ連閣と、 中国の影響下に

ある中国圏というブロ ック を形成している訳であ

る。 とのような国際環境に対して、いわゆるイン
ドシナ半島を 中心とする第三の社会主義勢力がと

こに出現して〈るのではないだろうかということ

であり、とのととは中国にとってどのような意味

を持つのであろうか。

かつて1 9 4 9年に中国の革命が成功し、毛沢

東を中心とする中国共産党が中国の大地i乙確立さ

れたのであるが、 とのととを、 ソ連共産党は 、冒

際社会の中で、 もう一つの重要な草命国家が形成

されたIIとして当然歓迎し、喜ぶべき性格のもの

であるが、しかし、今日明らかになっているとと

ろによると、 当時の中国革命の勝利を、 スターリ

ンは大変厄介な問題として、 内心これを非常にに

がにがし〈思っていたというととである。

スターリンは、かつて、中国革命にほとんど積

極的な支援をせず、 或る意味で ソ連は最後まで国

民党である将介石政権と全面的な関係を保ってい

たのである。 現l乙将介石政権が台湾l乙逃れる最後

まで、正式に大使館を置いていたのはソ連のみで

あった。 とのζとは、つまり、スターリンにとっ

ては、統一された広大な 中国というものが、自国

のすぐ隣りに形成されるととを、恐らく望まなか

ったのだ、というととを明らかに示している。 だ

から、できうればスターリンの影響下にある、言

わばカイライ政権的なものが出来れば良いと考え

て、常lζ中国共産党の中にいわゆるソ連派という

もの会育成してきたのである。 しかし、との期待

は裏切られ、非常に民族主義的な個性の強い毛沢

東を 中心とする中国共産党が革命を成功させて、

そとに統一国家を作ろうとしているのであり、と

のととはスタ｝リンにとってはあまり好ましく な

い問題であった訳である。

一方毛沢東は、かつて 中国革命の時には、どう

もスターリンの態度は自分にとって好ましいもの

ではなかったが、とうして革命を成功させた暁に

は、今度とそ喜んで暖か〈自分を迎えてくれるだ

ろう との期待のもとに、1 9 5 0年モスク ワを訪

ずれたのである。 そして、その結果申 ソ友交同盟

条約というものを締結した訳であるが、今日、 中

ソ友交同盟条約の締結過程が次々と明らかになっ

てきたととろによるとl そこではスターリンと毛

沢東の間で、相当の角遂があったようで、毛沢東

は建国間際にもかかわらず、約2ヶ月半も悶々と

した気持ちで、スターリンとの交渉に労力を費い

やしていたのである。

以上のような ζとから、今日の中固とインドシ

ナとの関係を考えて見た場合、私はある意味でと
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れと類似したζういうプロセスが、今の中固とベ

トナムないしはインドシナ半島との聞にも起ζり

つつあるのではないかという気がしてならないの

である。

3 アジアの現実と中国

今日の中国は、ベトナムの勝利というものを表

向きには非常にたたx.て、人民日報等では「ベト

ナム民族の勝利とそ、まさに中国が主張してきた

民族解放闘争としてアメリカ帝国主義と対抗する

アジアの闘争の勝利を象徴しているもので、強い

ては毛沢東思想、毛沢東革命の正しさが立証され

た」と述べている。

しかしながら、一方のハ ノイの方は中国側のと

のような主張にもかかわらず、 「サイゴン陥落を

もたらしたのはグリラ兵士ではなく て、正規軍で

あり、戦争も集中と分散という古典 的な戦争形体

によって敵をおとし入れたのである」としきりに

強調している。 との事はベトナムが中国の影響で

戦争をしたのではないというととをカ説しようと

しているだけではな〈、もっと根本的に、いわば

今後のインドシナ半島の方向というものを示唆し

ているように，思える。

過去アジア諸国は 中国の外交政策の展開により

大きな打撃を受け、傷を受けてきたのである。 日

本では、 中国というと山我身の文化の祖国であるII

という郷愁も手つだってか、そんなに他のアジア

諸国のようには危機意識はないが、彼らにとって

はその日その日の存立というものを脅かされると

いう状況をこれまで何回も経験しているのである。

であるから、 今日の中国の影響力が強〈なってく

るにしたがって、それに対する反発や摩擦も当然、

生じてくるのである。 私は現在の 中国を考えた場

合、中国はアジアに対して三つの陰を広げている

ように思う。

その第1は、中国は国際社会の中において、非

常に大きな影響力を持ち始めてきたというととで

ある。 そしてそのインパク トがアジア諸国にヒシ

ヒシと広がりつつあるというととである。

第2の陰は、アジアの各地に広範に存在する、

華僑との関連である。 皆さんもど承知のように、

マレ ーシヤ、フィリピン、タイ や、 ベトナムな ど

のインドシナ諸国等々を回わってみると、そとに

は必ず中国人が存在している。 しかも彼等は、そ

の国の経済活動というものをほぼ把握しているの

が現実である。 幸いにも、 現在華僑逮は政治とか

ナショナリズムl乙対しては無関係に経済活動だけ

を遂行しているが、もし彼等がこのような国家意

識なりナγョナリズムを持ち始めたならば、それ

らの国々の存在そのものは崩壊してしまうであろ

う程の経済力を有している。 とのような現状のも

とにおいて、中国の影響力が矯大してくるという

ととは、 彼らI乙国家意識とか祖国意識を持たせる

発火点ともなりかねないのである。

第31乙、毛沢東型の外交というものが強〈打ち

出されているというととである。すなわち革命外

交と国家外交というものをその時々、 文その国情

に応じて使い分けるというこ元 的な政策、とれが

中国外交の根本原則となっているのである。 つま

り革命外交から国家外交への転換は、或る意味で

は、戦術 的な転換であって、決っして戦略的な転

換ではないというととである。例えば我ケ固と国

交を樹立した時を考えてみても、そのことが言え

る。 本来中国は日本の革新勢力と仲良くすべきで

あるが、 自民党政権と密着した方が、まさに 中国

の利益l乙合致するばかりでな〈、とのととは革命

世界の革命の為にも貢献するととにもなる、とい

う理論である。

以上のような8つの陰というものを考え合わせ

て最近のアジア情勢を考えてみた場合 、タイl乙し

ろフィリピン・インドネシア・マレーγア等々相

次いで中国主国交を樹立したが、マスコミ等では、

例えば中固とタイの接近な どと報道するが、 それ

は決っして中国への接近ではなく して、まさに中

国との関係を打開するという当然のことがようや

〈今日になって行われたに過き・ないと解する方が

正しいであろう。

まさに、中国の裏庭のような国々でありながら

簡単に国交を結ばなかったのは、 このような中国

の陰というものをアジア 諸国はリアルl乙見つめて

いた結果であると思う。
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4 中国内政の問題点

流動するアジア情勢の 中での中国の役割、位置

というものについて述べてきたが、とのようなア

ジアI乙対する中国の政策は、内政というものと非

常に緊密な絡み合いがあるのである。 すなわち、

激動の中国草命を経て、毛沢東体制というものが

確 立された訳であるが、やはりそこには、毛体制

が権力の集会度の 強い性格、すなわち、かなり強

行的にとのような方向を模索してきたが故に、あ

の林彪事件I乙象徴されるようない〈つかの後遺症

が存在してきているように思える。 とれらの後遺

症というものは、決つしてし 2年でいやされる

ものではないであろう。

そもそも、毛沢東は自らの理論というものに固

執し、これを強行的に押し通すために、言わば赤

衛兵というものを大衆l乙呼びかけて、当時の党の

代表者逮を葬むってしまう主いう奪権闘争を展開

したのである。 しかしとの奪権闘争は、非常に大

きな政治的激動をもたらした訳で、そのために毛

沢東は林彪指導下の軍I乙頼らざるを得なかったの

である。 そζでとの軍が、全面的に奪権闘争I乙導

入されたために、軍は各地、各部署において非常

に大きな力を占めるようになったのである。 との

ように軍主導型の兵衛体制というものが強力にな

ってく ると党官僚、或いは党のリーダー達は非常

I乙不満をいだくようになり、当然そとに軍官僚と

党官僚・行政官僚との車L蝶を生じたのである。 と

の党幹部と軍官僚との対立が単に内政問題のみな

らず、中国の外交政策、特l乙 ソ連と どのように対

応してい〈のかという非常に重要な軍事・防衛論

争とも関連してきて、一種の予防ク ーデターを行

なったのが、あの林彪事件であるとも言える。

林彪が文化革命で、あれ程毛沢東の後継者とし

て英雄視されていたにもかかわらず失脚してしま

った事は、国民l乙説明するのに非常に困難である

が故に、 。林彪は毛沢東を暗殺しようとした最大

の裏切り者である。 との裏切り者は、中国の当面

の敵である ソ連と通じていたのであるMという理

論が必要になったのではないかというふうに私は

見ているわけである。

とういう深刻な状況の中で、それではー背毛・

周なき後、誰れを後継者にし、いわば中心的な担

い手にするかというと之は、現段階でははっきり

していないのが現状である。

今日、北京に行って感ずるととは、まさに毛沢

東指導下にある団結と統一のとれた中国共産党と

いうイメージが強〈打ち出され、それは神秘的な

世界の中I乙光かがや〈毛沢東の世界があるという

感じさえ受ける。 しかしあまりにもカリスマ的で

強いリーダーシァプであるが放に、毛・局以後の

時代への不安や懸念は中国人にとって非常に強い

ものがある。 すなわち毛沢東首席が天寿を全うし

た後I乙、 どのような混乱が起きるかというととを

考えただけでも、 中固という国が非常にとらえど

とろのない、言わば不可測の世界であると言える

ような気がする。

去年の秋頃から、 中国では毛・周なき後への不

安が中国人の聞で強いが故l乙、 少なく とも、毛・

周両首脳が天寿を全うするまでは無理ないざとざ

は当閣避けようではないかという、暗黙の合意な

り了解がかわされたような状況が出てきている。

すなわち、一種の党官僚と行政官僚とのいざとざ

や、文革グループと周恩来グループの対立という

ものを一時的に凍結させるという政治的な配慮が

なされているように思えるのである。

とのような状況から、とれらのパランスが どと

かで崩れた場合、 どのように爆発するかわからな

いのが現在の 中国であろう。 しかしながら、ζれ

らの点は依然として不透明のままに覆われていて、

早急な断定はできかねるが、とのような問ι題が、

ここにく すぶり続けているという事だけは、現実

であるというふうに私は考えている。

5 「覇権」問題と日本外交

最近、日本の外交の課題としてク ローズア ッフ・

されてきたのが、いわゆる覇権問題である。

なぜ中国は覇権という言葉にそうとだわるのだ

ろうか。 日中平和友交条約が必要であるならば、

あえて覇権という言葉l乙とだわらずに、早〈条約

を締結した方が今日のアジアにおける中ソ対立と
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いうものを考える中固にとっては、 ょbベタ－l'L
＊るのでは左いかという疑問が当然、起って〈る。

現に我国では、 昨年暮頃、 日中平和友交条約を
締結し、 臨時国会での批准をすませて、 日中平和

友交条約を日中友交のシーンポルとしてまも左〈実

現するであろうというととをふまえていたのであ

る。 ととろが、 今年の1月頃から急激に覇権とい

う問題が登場してきて、 日中平和友交条約交渉が

デッドロックに乗り上げてしまった訳である。
そもそも中国側が覇権問題l'L＊ぜとれほどKと

だわるのかというととを考えると、 次の2つの理
由があるようK思われる。

その第1は、 中ソ対立の現段階の性格がどうで
あるのかという問題である。

一時中ソ聞の対立は、 双方国境をはさんで軍事

力を動員し、 一触即発の状況を呈したが、 しかし

左がら今日の中ソ対立というものを見た場合、 ζ

のよう念状況から大きく変化したよう念気がする。
それはまさK、 よb国際的な視野の中でグローパ

JレK中ソ対立というものを考える方向へと転換し
てきているととを示唆するものであるう。

す念わち、 ソ連はアジアの集団安保というとと

をしきb k強調しているが、 つまりとのととは、
ソ連と相手国との間で二国間平和友交条約を結び、
そしてこの条約の中にいったん問題が起とればす

ぐに協議する、 という協議事項をもうけるのであ

る。 との協議条項付きの平和友交条約を、 中国を
取り巻〈国々と結ぶととによって、 中国の進出Vて
そ左えようとするのがソ速のアジア集団安保の根

本的左考え方である。

とのよう念背景のもとでの中ソ聞の対立から、
中国としても、 まさに日中平和友交条約の中t亡、

いわば中国版の協議条項である覇権という問題を

入れる事Kよって、 迫b くるソ速の恐怖に対応し
ようとしているからである。

第2の問題としては、 覇権というものを是非日
本との条約の中K入れたいという非常K強い要望

が中国側から出されているという事である。

確かK米中・ 日中共同声明の中tてよく覇権とい

う言葉は出てくるが、 しかし条約として正式K覇

権というものをもうけたものは始めてのケースで

ある。従って、 国家聞の権利、 義務の必要念、 国
会の批准を必要とするよう念ケースとしては、 今
回は始めてである。 もしも日本が条約の中K覇権

というものを入れれば、 今後のアジア諸国との間

で国交を結ぼうとする中国は、 条約の中にすべて
覇権を入れるととができるばかbか入れざるを得

左くなる訳である。 との事は中国tてとって大き左

勝利と在るのである。
我固にないては、 幸いKしてマスコミや世論も、

比較的冷静Kクーノレ左立場K立ってみているが、

やはb双方Vてとって無理のある言葉、 危険左言葉、
或いは未だ熟さ念い言葉というものを使うととは
まず避けるというのが常識であろう。特K、 毛・

周左きあとの中国というものは不可測性の世界で

あるが故K慎重走態度というものが必要では左い
かと思う。

私は外交というものをもう少し長期的左視点で

考えていか左ければ念ら念いと思う。特K条約と

いう国家百年の計を考える上Kは、 少な〈とも 5

年1 0年という年月は必要であるし、 或いは 5 0 

年1 0 0年左りの展望の中で考える態度というも
のが必要であると思う。 そのためKも中国側から

条約の前文K入れるとか本文K入れろという要請
K即座K応じるのでは左〈て、 共同声明として外
相談を発表するとかいう程度で処理できれば、 早
急にでも結んだ方が良いと思うが、 どう しても中

国側が応じ左ければ、 もうしばらぐ時聞をかける
必要があると思うのである。

アジアUてなける日・中・ ソという三角関係は、
今後のアジアの国際社会の幾つかの影響や問題を

残しているが故K、 との意味での慎重左対応が必

要左のでは左いだろうかという気がする。
以上

〔文責 編）
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て、関係機関、 関係者などにおける検討の一助と

なるととを期待したい。

0 組織体において研修業務を正当に位置づけ、

人員、予算等を標準化して確保し、研修事業

の安定、継続的な実行を保障するととが、財

政困難の時期において急務である。

0 研修機関の職員の実数を確保し、その育成

を保障すると共l乙、特殊勤務手当、在任期間

及びその後の処遇などを配慮する必要がある。

0 週休二日制及び生涯教育という時代におけ

る公務研修の基本的あり方について、園、地

方、研究者などからなる検討機関を置いて、

研究し策定する必要がある。

とれらのほかに、主として地方公共団体の研修

機関から、国の関係機聞に対する要望として、

0 公務研修期間の体制、事業規模などについ

編i 新年あけましておめでとうどざいます。

後配
会当協会が事務局を担当してから早いもので3年

目を迎えると乏になりました。

最初は、なにから手をつけてよいやらわからず、

兎に角前例踏襲でと、雲をつかむ気持ちであった

のですが、1年を経過して、やっと自分のものに

なったような気がいたしております。 今年は更に

頑張って各機関の期待にそうよう心掛けておりま

す。 なにとぞど支援、ど鞭獲の程お願いいたしま

す。

カ宮本号は第25回研修管理講習会での特別講演、

中国部会での第2回研究会、および第 4 0回の研

修管理研究会の分科会の基調講義・座長報告を掲

げるととにいたしました。

限られたページですので、全てを掲載できない

のが残念ですが、将来は伺んとか改善する方向へ

と検討したいと思っています。

女各地方間での情報交換としては、総会の時l乙部

会報告として発表されておりますが、公研協ニュ

ースの性格から本誌を利用されれば、さらに本誌

の価値が高〈なるものと，思いますので、各部会よ

て標準を設け、その実現計画の樹立、予算、

人員の確保等の所要の施策 を講ずるとと、

0 広範に実践されているJ ST I乙、現在の要

請である問題発見・問題解決掌習をとり入れ

るなど所要の改訂を施し、より充実させるζ

と、

が寄せられたことも特記する必要があろう。

以上をもって報告とするのは、第三分科会に与

えられた幹部層の能力開発の現状と問題点という

テーマについての期待、貴重な報告と指摘をいた

だいた栃木県自治研修所長のど努力、終始真剣な

討論をされた各研修機関の方々のど協力ICζたえ

得ていないとととは思うが、各方面におけるとれ

についての検討になんらかの寄与となるととを念

ずる次第である。

りのど寄稿をお願いします。

女新しい年を迎えてお願いばかりでまととに申し

訳けありませんが、ひとえに本誌をよきものにし

たい一念でありますので、ど容赦の程、心からよ

い年になることをお祈りいたしております。
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